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　4．關係式の誘導
　第2表に示したる合計34個の値を輻射瓢の高度によって7群に分けて各自の
ユド均値を算出した．其の結果は第3表に示す通りである．
　　　　　　　　　　　　第3表　Table　I
輻射鮎ノ高度Alt．　of　R．　P
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　第一行は輻射黒占の高度と結合したる四三を示し，第二丁目誘導値より得たる
4均値，第三行は干均値に使用したる個数である．
　とれらの値をグラフ紙上tcプ・ツトしたのが第1圃である．横軸に輻射黙の
高度をとり・縦軸にNをとった．吹に各貼に出來得る丈近く通過する様に翠
純なる曲線を描V・て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　1　圖見た．これによって
見ればh＝90。に相
當するNの極大値
は140なることを知
り得る．価て研究を
便ならしむる爲第3
表のNを140に際し
て極大値を1．0する
相封値を求めた．こ
れをN’とする．第
3表の第4行に示す
通りとなる．グラフ
上の右端にてこれを
示すことにした．
t’ve
120
：e
Se
so
．
．
．
oo　　　ゆ　　　コめ　　　5C　　価　　　50　　bO　　70　　呂0　　9
???????????
　さてグラフによって示されたる曲線が如何なる敏學的關係（：方程式）を示すか
を見んに，まつ方程式を
　　　　　N’＝f（h）……・……・・…（1）
と置けば，船形から次の如き關係が承認される．
　　　（a）f（0）＝0．0
　　　（・）・G）一　1・・
　　　（・）f（h）の譜麟撃L－f’（・）・すS・d，f’（・）な塒のfit，lt：
　　　　　大約腿示し，・’㈲一・・となること．
　　　　　　　　　ガ（d）0≦h＜諮る範［・1・kC於ては常にf’（h）＞0なること・
これらの諸關係からf（h）はf（Sin　h）の形によって表はし得ることが想像さ
れる．
　次にSin　hと第3表のN’の値との差をF（h）にて表はさば
　　　　　N’＝Sin　h－F（h）・・・・・・・・・・・・・・・…　（2）
圓形の研究によってF（h）はh＝0のとき0を示し・hの壌：加に從ひ次第に櫓
M・　L・　h一　一r　tC於て鰍を示し期値1ま0」に達し・麺嬬鳳少してh号
天牛227 輻射綴1の高度と流星販との臣子について 1・15
に至り0となるこ’とを知る．これによって
　　　　　F　（h）　＝　O．1　Sin　2h
なることを推定し得る．PJて蘭医式として
　　　　　N’　一＝　f（h）　＝　Sin　h－O．1　Sin　2h
　　　　　　　　　　一＝　Sin　h　（1－O．2　Cos　h）一・…・・・・・・・・・…　（3）
を得べきものなることを結論し得る．
　（3）より得たる計算値を第3表の第5行に示す．これと槻測！　「1：より誘導した
るN’と比較するに，第3表の第6行に示す通りとなる．hが歪なるところで
は充分計算値と槻測よりの誘導値が一致してみるとは云ひ得ないが，これ位の
差は資料の充分ならざる黒占から許容され得るものではなからうかア
　との關係式から最初の目的たる輻射黒1の高斐と流ノ艘tとの聞に次の如き關係
を定立することが出細る．
　　　　　Nh　＝　Nz　Sin　h　（1－O．2　Cos　h）・・・・・・・・・・・…一…（4）
　　　　　Nz　＝　Nh／Sin　h　（1－O．2　Cos　h）　・・・・・・・・…一・一・（5）
こしにNhは輻射勲の高度がhなるときの流星鍛，　Nzは短身掘！iが天頂にある
ときに見得べき流星数である．
　　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×
　年年の流星群出現の極大日時を求めんとする場合には槻測結果より得たる該
流星群の一時間平均数から（5）なる式によってNzを求め，個々のNzを比
較することによって目的を達し得るものである．
　又年々出現程度を異tcする流星群の週期を決定するときも，同様なる太陽の
章章◎に相當する各年のNzを求めて比較して日的を達せらるべきものと思
ふ．
　5．饒　　論
　以上筆者の求めたる關係式について資料，結果の票理，式の誘導について設
明したのであるが，この方法及び結果に：ついて反省すべきことも多からうと眉、
ふ、．
　こしに求めた關係は輩に観測結果より誘導したるものであって理論的のもの
でないことである．先づ流星観測に當り吾人が山田し得る覗野如で可の問題と，
流星の光度と槻測覗野の關係が考へられなければならぬ．第二に輻射鮎よりの
角距離と流星の出現頻度との關係が問題になる．次に親測親野の中心と輻射瓢
の位置との關係如何である．吉井氏の場合では多くは輻射鮎を覗野の中央部に
含む様にされてみるが，中には数十度はなれた黙を覗野の中心とされてみる場
合もないではない．（輻射黒占決定のため親些些間中の方向を復へる事が多い）．
又時間の経過に件ひ弓勢を増し流星歎の逓減をまぬかれぬことである．この外
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一xに大氣による長光等を考慮に入れて，前述の諸事項と共に理論的立場から關係
式を求め槻測より求めたる關係式と比較されなければならぬと思ふ．
　筆者の得たる關係式は一個人の観測者が見得る流星なる事を條件とせる爲，
数人のものが共同して観測する場合，同様なる關係が當てはまるか否かは別に
誘へねばならぬ．又速度や獲光黒占及び浩減貼の高さを異にする他の流星群に於
て上に求めた關係式が充分によく点てはまらないかも知れない．（大差はなv、
だらうとは考へられるが）
　次に關係式を定立する爲に使用した観測資料が現在としては最も良好なるも
のであるとしても，結論を下すに果して充分であるとは云ひ難い．從って將來
より多くの，又より精良なる観測を用ひて種々の特殊性や偏差を充分相殺せし
めて正しき結論を得たいと思ってみる．
　　摘　　　要
　1936年及1939年に於て吉井耕一氏（廣島縣竹原）の行ひたる双子座流星群の
観測（第1表）から3渚は輻射黒占の高度と流星数との間に次の績き關係式を定
立した．
　　　　　Nh　＝　N’z　Sin　h　（1－O．2　Cos　h）
この式に於てNhは輻射黙が高度hにある時に歩測されたる流星藪を示し，
Nzは輻射黙が天頂にある時に観測し得らるべき流星欺を示す・その關係式は
流星群の極大日時の計算及流星群の週期決定等に甚だ有用のものと信ぜられ
る．（1940－1－6）
On　the　Relation　between　the　Number　of　Observed　Meteors
　　and　the　Altitude　of　the　Radiant　Point．　（Abstract）
　From　the　observations　of　Geminid　meteors　（Table　1），　made　by　Mr．
Ko－iti　Yosii　（Takeh’≠窒＝C　Hirosima－ken），　during　1936　and　1939，　the
authorhas　derived　the　following　relation　between　the　number　of　the
obg．erved　meteors　and　the　altitude　of　the　radiant　point：
　　　　　　　　　riNlh　＝　Nz　sinh　（1－O．2×cos　h）
where　I　h　is　the　number　of　observed　meteors　when　the　radiant　was　at
the　，altlude　h　and　Nz　that　when　the　radiant　was　at　the　zenith．　The
above　formula　would　be　useful　for　the　calculation　of　the　date　of　the
maximum　dlsplay　of　the　meteors，　the　determination　of　the　period　of
apparition，　etc．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　κ0乞か0　κ0刀iaki，
　　　January　6，　1940．　President　of　Meteor　Section，　O．　A．　A．
